
Bionic Jack Racing レースレポート 

   

 
 

【FIA-F4 選手権シリーズ第 1 戦・第 2 戦・第 3 戦】 

富士スピードウェイ（静岡県：4.563km） 

10 月 3 日（土）予選、決勝レース第 1 戦＆第 2 戦：曇り／ドライ 入場者数：未発表 

10 月 4 日（日）決勝第 3 戦：曇り／ドライ 入場者数：未発表 

 

#97 澤 龍之介 BJ Racing スカラシップ JSS 

#98  IKARI           BJ Racing F110 

 

S-FJ からステップアップの澤龍之介が第 3 戦で５位入賞！ 

IKARI は第 2 戦で一時トップを走行、3 戦ともに得点果たす 

 

2015 年にスタートし、今年で６シーズン目を迎える FIA-F4 選手権シリーズに、高木真一

監督が指揮を執る、Bionick Jack Racing は引き続き２名のドライバーを走らせる。 

「98 BJ Racing F110」を駆る IKARI はインディペンデントカップにも挑む、FIA-F4 フル

参戦３年目のドライバー。そして、「97 BJ Racing スカラシップ JSS」を駆る、新加入の澤

龍之介はスーパーFJ からステップアップしてきたドライバーで、ジャパンスカラシップシ

ステム（JSS）のサポートも受けての参戦となる。 

コロナ禍の影響で当初のスケジュールは大幅に改められ、FIA-F4 は併催のスーパーGT が

有観客試合となる、後半戦からのスタートに。本来なら６大会・全 14 戦の予定だったが、

４大会・全 12 戦に変更されている。10 月からの幕開けは異例中の異例ではあるからこそ、

「やっと！」という思いは誰にも共通のはず。長い間、レースができなかった不満を、ド

ライビングで吐き出してくれることが期待される。 

第１大会の舞台となる富士スピードウェイは、国内最長のストレートを備えるハイスピー

ドコースではあるが、セクター２には高速コーナーで知られる 100R やヘアピンが備わり、

続くセクター3 はまるで峠道のようなレイアウト。そのため、トータルパフォーマンスが

何より重要視される。 



  
 

◆予選 

97 澤 龍之介 BJ Racing スカラシップ JSS：14 番手・14 番手 

98 IKARI  BJ Racing F110：インディペンデントカップ 2 番手／22 番手・IC2 番手／22 番

手。土曜日の早朝に、FIA-F4 の公式予選が 30 分間の計測で行われた。グリッドはレース

１がベストタイム順、レース２がセカンドベストタイム順で決められるのは従来どおりだ

が、新たに加えられたレース３は、レース１中に記録されたベストラップ順で決定するこ

ととなった。 

上空には雲が浮かんでいたものの、雨を降らせるような厄介な代物ではなさそう。澤、

IKARI ともに計測開始とともに、ピットを離れて走行を開始する。IKARI はすでに PCCJ

で今年レースを戦っているため、テンポよくタイムを刻んでいくが、澤にとっては今回が

今年初レース。そのため、かなり慎重になっていた感もあり、入念にウォームアップを行

なった後にアタックし始めていた。実際、終盤にピークを合わせていた澤は、終了間際に

セカンドベストタイムとなる 1 分 46 秒 769、そして最後のアタックで 1 分 46 秒 553 をマ

ークして、第 1 戦、第 2 戦とも 14 番手につけることとなった。 

一方、徐々にタイムを刻んでいく格好となっていた IKARI も、ラスト２周のアタックでセ

カンドベストタイムとなる 1 分 47 秒 787、そしてベストタイムとなる 1 分 47 秒 687 をマ

ーク。ともにインディペンデントカップ 2 番手、総合では 22 番手につけることとなった。

ただし、第 1 戦は昨年から持ち越されたペナルティによって 10 グリッド降格となり、ス

タートはインディペンデントカップ 11 番手、総合 32 番手からきることとなる。 

 

澤龍之介 

「全然セットも決まっていないですし、場所取りも悪かったですし、うまくいかなかった

です。決勝では１台でも多く抜いて、今後につなげたいです」 

 



IKARI 

「まだちょっと F4 に乗るのと、ポルシェに乗るのと混乱しちゃって、徐々にこっちに切

り替えつつあるんですけど、なんとなくまだ消化不良です。しかもレース１は 10 グリッド

降格、昨年の減点が重なっていて。レース２はそのまま 2 番手で出られるので、頑張りま

す」 

 
■決勝レース第 1 戦 

97 澤 龍之介 BJ Racing スカラシップ JSS：９位 

98 IKARI  BJ Racing F110：インディペンデントカップ６位／23 位 

 

いよいよ待ちに待った初レースは、まさに波乱の幕開けとなった。スタートで 4 番手のド

ライバーがエンジンストールさせ、背後につけたドライバーが避けきれず追突してしまっ

たのだ。この混乱を澤はなんとか回避したものの、IKARI が通過した頃には右にデブリ、

左にオイルという状況に。とっさの判断で IKARI は左にハンドルを切るも、右のタイヤが

オイルを浴びてしまう。その後、セーフティカー(SC)が導入され、リスタートが切られる

までに４周を要することとなる。 

２台のリタイア、そして SC 旗が出る前に１台を抜いていた澤は、リスタートを完璧に決

めたことで 9 番手に浮上。その後は 7 番手を争う集団の中で、さらなるポジションアップ

の機会を狙うが、相手も隙を見せてはくれず。結果は９位ではあったが、さっそくポイン

ト獲得に成功、さらにベストラップは 6 番手だったことから、第 3 戦には３列目から臨め

ることとなった。 



IKARI はポジションキープからの発進となるが、スリップストリームをしっかり使ってオ

ーバーテイクを重ね、10 周目にはインディペンデントカップの 8 番手に。13 周目にもさ

らに１台をかわし、最終ラップの１台の後退もあり、6 番手でチェッカーを受けることに。

ベストラップでも 5 番手につけていた。 

 

澤龍之介 

「なんとかポイント獲得できてよかったです。最低限やれることはやれたかと。前の車は

抜けそうだったんですが、僕にミスがあって。ただ、マシンはどんどん良くなってきて、

まだ詰められるところはありそうなので、データをこれから見直します」 

IKARI 

「スタート直後の混乱で右に大きなパーツ、左にオイルがあって、パーツとぶつかったら

嫌なので、しょうがないからオイルに乗って。そのオイルのせいで右のリヤが正常な動き

をしてくれなくて、もちろん落とすべく走ったんですけどね。フロントはグリップしてく

れるようになったんですが、リヤはブレーキングの時にズル、ズルって。タイム出せない

し、スリップついて抜くのが精一杯でした」 

 
 

 

 

 



■決勝レース第２戦 

97 澤 龍之介 BJ Racing スカラシップ JSS：11 位 

98 IKARI  BJ Racing F110：インディペンデントカップ 5 位／19 位 

 

土曜日最後のスケジュールとして組まれた第 2 戦は、混乱なくレースが開始された。オー

プニングラップのうちに、澤は２台を抜いて 12 番手に浮上する。その後、激しく 11 番手

を競い合ううちに 9 番手グループにも急接近。一気にポイント獲得のチャンスが訪れ、う

ち１台が 12 周目に脱落。「あと１台！」の期待がかかるも、前を行く残る２台はあまりに

リスキーな走りをしているため、攻めるに攻められず。澤は 11 位でのゴールに留まった。 

IKARI はスタート直後の１コーナーでの大渋滞を巧みにかわして、待望のトップに浮上。

そのまま逃げ切りが期待されたが、3 周目の 100R でねじ込んできた車両があり、接触を回

避するためアウト側に膨らんで失速。その間に、３台の先行を許してしまう。その後は激

しいバトルを繰り返すも挽回ならず、一時トップを走っただけに無念の５位となっていた。 

 

澤龍之介 

「レース後半、前の２台を抜けたとは思うのですが、当たる勢いの走りをしていたので

……。ポイント取れる寸前だったので悔しいですけど、明日はその２台の前、6 番手から

出られるので、表彰台に上がれるように頑張ります」 

IKARI 

「スタート直後の１コーナーでイン側にいたら、みんな外へ。大渋滞でスルスルと行った

らトップに立てて。ただ、３周目の 100R でインを刺されて、外に膨らんで行かざるを得

なくて失速しちゃって、あれがなければ……と思うんですけどね。そこから冷静になって

走っていたんですが、皆さんレースがお上手で、紳士的に抜きつ抜かれつやっていたので、

楽しいレースができました。チームの皆さんには、結果残せず申し訳なかったです」   

 



■決勝レース第 3 戦 

97 澤 龍之介 BJ Racing スカラシップ JSS：５位 

98 IKARI  BJ Racing F110：インディペンデントカップ５位／24 位 

 

澤は 6 番手から、IKARI はインディペンデントカップ 5 番手から挑むことになった第 3 戦。

ともに表彰台獲得の期待が高まっていた。 

ポジションキープからのレース開始となった澤は、トップグループにも食らいついて周回

を重ねていく。まさに隙あらば……の状態の中、５周目の１コーナーで目の前を行く車両

がスピン。5 番手に浮上した一方で、この間に前との差が広がってしまったものの、終盤

にはじわりじわりと間隔を詰めていく。そして逆転するまでには至らなかったものの、５

位でフィニッシュ。攻めの姿勢を見せられたレースだった。 

IKARI はスタートでひとつポジションを上げ、その後も３台で激しく 2 番手を競い合う。

バトルの間に軽い接触があったため、ポジションアップは果たせず、逆に最終ラップの逆

転を許してしまったことから５位には甘んじたものの、会心のバトルができたことに満足

そうだった。 

 

なお、次回のレースは 10 月 24〜25 日に鈴鹿で開催される。澤にとっては昨年、スーパー

FJ でチャンピオンを獲得したサーキットであり、IKARI にとっても PCCJ で何度も激戦を

繰り広げたサーキットとあって、さらなる活躍が期待できそうだ。 

 

澤龍之介 

「マシン的には、この週末だんだん良くなってきて、このレースがいちばんよかったんじ

ゃないでしょうか。それとあらためてスタート位置が重要なんだと感じました。第１レー

スでタイム出しておいて良かったです。やることは全部やりました。次の鈴鹿は勝ちま

す！」 

IKARI 

「スタートはまずまずだったんですけど、だんだんタイヤが、リヤが終わっちゃって。フ

ロントにブレーキバランス持っていったつもりが、逆に持っていっちゃって。勘違いして

いたことに気づいて、びっくり（笑）。バトルはできましたが、まだまだベテラン勢にはか

ないませんね。少しでも次の鈴鹿で挽回したいと思います」 

 


